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プレスリリース

平成２４年５月１０日

農研機構 九州沖縄農業研究センター

福岡県農業総合試験場筑後分場

佐賀県農業試験研究センター

公益財団法人 日本植物調節剤研究協会

除草剤抵抗性を持つ雑草スズメノテッポウの総合防除技術

－播種法と除草剤の組み合わせで効果的に防除－

ポイント

・除草剤抵抗性を持ち、麦作に支障となる雑草スズメノテッポウを安定的に防除でき

る総合防除技術を開発しました。

・浅耕播種や不耕起播種技術に除草剤を効果的に組み合わせることでスズメノテッポ

ウの発生を減らすことができます。

概要

１．農研機構 九州沖縄農業研究センターは、福岡県農業総合試験場筑後分場、佐

賀県農業試験研究センター、公益財団法人 日本植物調節剤研究協会との共同研究

により、浅耕播種や不耕起播種技術に除草剤を効果的に組み合わせたスズメノテ

ッポウの総合防除技術を開発しました。

２．九州北部において、これまで広く使用されてきた除草剤に対して抵抗性を持ち、

除草剤が効かなくなったイネ科の強害雑草のスズメノテッポウがまん延し、麦類

の安定生産が困難な圃場が増加しています。

３．本技術の導入により麦類の収量と品質を低下させることなくスズメノテッポウ

を効果的に防除できます。麦類の安定高品質生産への貢献が期待されます。

＜関連情報＞

予算：農林水産省「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」（平成 21-23

年度）「麦省耕起播種技術を利用した除草剤抵抗性スズメノテッポウの持続的

総合防除技術の開発」

問い合わせ先

研究推進責任者：農研機構 九州沖縄農業研究センター所長 寺田 文典

研究担当者：農研機構 九州沖縄農業研究センター 水田作・園芸研究領域

（雑草防除研究グループ） 大段 秀記 TEL 0942-52-0675

広報担当者：農研機構 九州沖縄農業研究センター 広報普及室長 松岡 誠

TEL 096-242-7682，FAX 096-242-7543

プレス用 e-mail：q_info@ml.affrc.go.jp

本資料は筑波研究学園都市記者会、農政クラブ、農林記者会、農業技術クラブ、九州各県の県政

記者クラブ、日本農業新聞九州支所に配付しています。
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開発の社会的背景と研究の経緯

近年、九州北部の麦作圃場において、適切に除草剤を散布しているにもかかわらず

イネ科の強害雑草のスズメノテッポウが異常に繁茂する圃場（図１）が増えています。

これは、スズメノテッポウがその除草剤に対して抵抗性を獲得したことが原因です。

スズメノテッポウが繁茂した圃場での麦類の収量は大きく減収し、品質も低下する

ことから、栽培途中で管理を放棄したり、翌年の麦類の作付けを断念する農家も出て

おり、麦類の安定生産を阻害する大きな要因となっています。対策として新しい土壌

処理除草剤が開発、販売されていますが、スズメノテッポウがまん延した圃場では除

草剤を変更しただけでは十分な防除を行うことは困難です。

そこで本研究では、スズメノテッポウの発生量を減らす方法として浅耕播種、不耕

起播種技術を開発するとともに、除草剤の効果的利用法を開発し、これらを組み合わ

せた総合防除技術を開発しました。

開発技術の内容・意義

１．開発した技術の原理

１）水稲収穫後から麦類を播種するまでの間に土壌表層から発生したスズメノテッ

ポウ（図２－①）を非選択性除草剤で防除すると、土壌表層はスズメノテッポウ

の種子が少ない状態になります（図２－②③）。

２）その状態のまま下層にある種子を表層に移動させないように、浅耕もしくは不

耕起で麦を播種すれば、その後のスズメノテッポウの発生量を減らすことができ

ます（図２－④）。

２．浅耕播種を活用した防除技術

１）浅耕播種は、耕起深度を５cm程度で播種する方法です。

２）浅耕播種を行う場合には、麦播種前のスズメノテッポウの発芽をより多くする

ために、水稲収穫後にできるだけ速やかに一度耕起します（図３）。この耕起も５

cm程度の浅耕で行うとスズメノテッポウはより多く発芽します。

３）麦播種前に非選択性除草剤を散布し、発芽しているスズメノテッポウを防除し

ます。麦播種後には新しく開発された土壌処理除草剤をできるだけ速やかに散布

します（図３）。その後は慣行栽培と同様に管理することで、麦の収量、品質は慣

行栽培と同程度となります（図４）。

４）前年度のスズメノテッポウの繁茂が激しかった場合には、播種時期を 12 月上

旬～中旬程度まで遅らせるとより効果的に防除ができます（図５、図６）。

５）大豆作後では、大豆畦のみを耕起しながら一工程で播種し、除草剤の散布など

の管理は水稲作後と同様に行います（図７）。大豆作後は水稲作後よりもスズメノ

テッポウの発生量が少なくなりますが、浅耕播種を導入することでより効果的に

防除ができます（図８）。

３．不耕起播種を活用した防除技術

１）不耕起播種は、専用の播種機で耕起をせずに播種する方法です（図９）。

２）不耕起播種では、麦播種後のスズメノテッポウの発生が少なくなり（図１０）、

非選択性除草剤と土壌処理除草剤を播種後に混用散布すると、省力的かつ効果的

に防除ができます。

３）不耕起播種では肥料の効果が若干低下しますので、２回の追肥をそれぞれ窒素

成分で１kg／10a 増量する（図９）と慣行と同程度の収量を得ることができます。

４）不耕起播種で無中耕・無培土栽培した大豆作後では、麦でも不耕起播種を導入
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することが可能です。

４．モデルによる長期的低密度管理の検証

１）土中の種子の増減の変化をモデルで検証したところ、本技術を導入すると除草

剤抵抗性スズメノテッポウを長期的に低密度に管理できることがわかりました

（図１１）。

２）まん延の激しい圃場でも麦を晩播したり大豆作を導入すると、より速やかに低

密度に管理できることがわかりました（図１１）。

今後の予定・期待

本技術の導入により、除草剤抵抗性スズメノテッポウが繁茂した圃場においても、

効果的な防除と麦類の安定生産が可能になり、農家の生産意欲の回復も期待されます。

また、除草剤抵抗性スズメノテッポウが未発生の圃場でも、本技術を導入することで、

繁茂を未然に防ぐことが期待されます。

用語の解説

スズメノテッポウ

東北以南の麦作圃場に広く発生するイネ科の強害雑草です。

除草剤抵抗性

本来はその除草剤で防除可能であったものが、遺伝的な変異によってその除草剤

が効かなくなることです。スズメノテッポウでは、トリフルラリン剤に抵抗性をも

つタイプ、チフェンスルフロンメチル剤に抵抗性をもつタイプ、両方ともに抵抗性

をもつタイプが確認されています。

土壌処理除草剤

土壌表面に散布し、雑草が出芽してくるタイミングで枯らすタイプの除草剤です。

雑草に直接散布するのではなく、土壌を介して作用するので、土壌条件や気象条件

に影響を受けやすいのが特徴です。畑作で一般的に利用されている除草剤です。

非選択性除草剤

草種間に選択性はなく、散布された植物のほとんどが枯れる除草剤のことです。

代表的な成分として、グリホサートやグルホシネート、ジクワットなどがあります。

埋土種子

土中に存在している生存種子のことで、埋土種子が多いと雑草の発生量は多くな

ります。
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図１ 除草剤抵抗性スズメノテッポウが繁茂した圃場

拡大写真

図２ 開発技術の原理
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図３ 水稲作後の浅耕播種を導入する場合の作業体系

図４ 慣行播種と浅耕播種で栽培した小麦収量

（いずれも雑草害がない条件での収量）

図５ 慣行播種と浅耕播種＋晩播のスズメノテッポウ残草量の違い

（残草量は慣行播種を１００とした値）
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図７ 大豆作後の浅耕播種を導入する場合の作業体系

図６ 本技術を導入後の圃場

図８ 大豆作後に浅耕播種を導入した場合のスズメノテッポウの発生量
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図９ 不耕起播種を導入した場合の作業体系

図１０ 不耕起播種を導入した場合のスズメノテッポウの発生

図１１ モデルを使って検証した本技術を導入した場合の埋土種子数の変化
（埋土種子数は麦播種時の表層 10cm、1㎡あたりの種子数）
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